張炎『詞源』卷上譯注稿（四） by 明木 茂夫
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七
黄
鍾
宮
俗
名
正
黄
鍾
宮
黄
鍾
商
下
宮
同
大
石
調
黄
鍾
宮
大
雪
中
聲
黄
鍾
角
正
黄
鍾
宮
角
子
之
氣
黄
鍾
變
正
黄
鍾
宮
變
徴
二
字
同
用
十
一
月
陽
律
黄
鍾
徴
正
黄
鍾
宮
正
徴
冬
至
正
聲
黄
鍾
羽
般
渉
調
黄
鍾
閏
大
石
角
張
炎
『
詞
源』
卷
上
譯
注
稿
(
四)
明
木
茂
夫
十
二
律
呂
十
二
律
、
各
有
五
音
、
演
而
爲
宮
爲
調
。
律
呂
之
名
、
總
八
十
四
、
分
月
律
而
屬
之
。
今
雅
俗
祗
行
七
宮
十
二
調
、
而
角
不
預
焉
。
十
二
律
は
、
各
お
の
お
の
五
音
有
り
、
演の
べ
て
宮
と
爲な
り
調
と
爲な
る
。
律
呂
の
名
は
、
總す
べ
て
八
十
四
、
月
律
に
分
け
て
之これ
に
屬
す
。
今
の
雅
俗
は
祗た
だ
七
宮
十
二
調
を
行
ふ
の
み
に
し
て
、
角
は
焉これ
に
預あづ
か
ら
ず
。
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八
大
呂
宮
俗
名
高
宮
大
呂
商
高
大
石
調
大
呂
宮
小
寒
中
聲
大
呂
角
高
宮
角
丑
之
氣
大
呂
變
高
宮
變
徴
二
字
同
用
十
二
月
陰
呂
大
呂
徴
高
宮
正
徴
大
寒
正
聲
大
呂
羽
高
般
渉
調
大
呂
閏
高
大
石
角
太
簇
宮
俗
名
中
管
高
宮
太
簇
商
中
管
高
大
石
調
太
簇
宮
立
春
中
聲
太
簇
角
中
管
高
宮
角
寅
之
氣
太
簇
變
中
管
高
宮
變
徴
二
字
同
用
正
月
陽
律
太
簇
徴
中
管
高
宮
正
徴
雨
水
正
聲
太
簇
羽
中
管
高
般
渉
調
太
簇
閏
中
管
高
大
石
角
夾
鐘
宮
俗
名
中
呂
宮
夾
鐘
商
雙
調
夾
鐘
宮
驚
蟄
中
聲
夾
鐘
角
中
呂
正
角
卯
之
氣
夾
鐘
變
中
呂
變
徴
二
字
同
用
二
月
陰
呂
夾
鐘
徴
中
呂
正
徴
春
分
正
聲
夾
鐘
羽
中
呂
調
夾
鐘
閏
雙
角
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九
姑
洗
宮
俗
名
中
管
中
呂
宮
姑
洗
商
中
管
雙
調
清
明
中
聲
姑
洗
角
中
管
中
呂
角
姑
洗
宮
辰
之
氣
姑
洗
變
中
管
中
呂
變
徴
三
月
陽
律
姑
洗
徴
中
管
中
呂
正
徴
穀
雨
正
聲
姑
洗
羽
中
管
中
呂
調
姑
洗
閏
中
管
雙
角
仲
呂
宮
俗
名
道
宮
仲
呂
商
小
石
調
立
夏
中
聲
仲
呂
角
道
宮
角
仲
呂
宮
巳
之
氣
仲
呂
變
道
宮
變
徴
四
月
陰
呂
仲
呂
徴
道
宮
正
徴
小
滿
正
聲
仲
呂
羽
正
平
調
仲
呂
閏
小
石
角

賓
宮
俗
名
中
管
道
宮

賓
商
中
管
小
石
調
芒
種
中
聲

賓
角
中
管
道
宮
角

賓
宮
午
之
氣

賓
變
中
管
道
宮
變
徴
五
月
陽
律

賓
徴
中
管
道
宮
正
徴
夏
至
正
聲

賓
羽
中
管
正
平
調

賓
閏
中
管
小
石
角
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一
〇
林
鍾
宮
俗
名
南
呂
宮
林
鍾
商
歇
指
調
小
暑
中
聲
林
鍾
角
南
呂
角
林
鍾
宮
未
之
氣
林
鍾
變
南
呂
變
徴
六
月
陰
呂
林
鍾
徴
南
呂
正
徴
大
暑
正
聲
林
鍾
羽
高
平
調
林
鍾
閏
歇
指
角
夷
則
宮
俗
名
仙
呂
宮
夷
則
商
商
調
立
秋
中
聲
夷
則
角
仙
呂
角
夷
則
宮
申
之
氣
夷
則
變
仙
呂
變
徴
七
月
陽
律
夷
則
徴
仙
呂
正
徴
處
暑
正
聲
夷
則
羽
仙
呂
調
夷
則
閏
商
角
南
呂
宮
俗
名
中
管
仙
呂
宮
南
呂
商
中
管
商
調
白
露
中
聲
南
呂
角
中
管
仙
呂
角
南
呂
宮
酉
之
氣
南
呂
變
中
管
仙
呂
變
徴
八
月
陰
呂
南
呂
徴
中
管
仙
呂
正
徴
秋
分
正
聲
南
呂
羽
中
管
仙
呂
調
南
呂
閏
中
管
商
角
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一
一
無
射
宮
俗
名
黄
鍾
宮
無
射
商
越
調
寒
露
中
聲
無
射
角
黄
鍾
角
無
射
宮
戌
之
氣
無
射
變
黄
鍾
變
徴
九
月
陽
律
無
射
徴
黄
鍾
正
徴
霜
降
正
聲
無
射
羽
羽
調
無
射
閏
越
角
應
鍾
宮
俗
名
中
管
黄
鍾
宮
應
鍾
商
中
管
越
調
立
冬
中
聲
應
鍾
角
中
管
黄
鍾
角
應
鍾
宮
亥
之
聲
應
鍾
變
中
管
黄
鍾
變
徴
十
月
陰
呂
應
鍾
徴
中
管
黄
鍾
正
徴
小
雪
正
聲
應
鍾
羽
中
管
羽
調
應
鍾
閏
中
管
越
角
(
六
ｂ
〜
十
一
ａ)
【
校
記
】(
番
號
に
つ
い
て
は
末
尾
の
【
諸
本
一
覽
】
を
參
照)
[
六
表]
叢
編
本
甲
乙
は
｢
五
音
宮
調
配
屬
圖｣
の
前
に
題
目
と
し
て
｢
十
二
律
呂｣
の
一
行
を
插
入
す
る
。
⑨
叢
編
本
甲
ｂ
本
は
｢
有｣
の
一
字
を
脱
す
。
⑩
祗
＝

(
呉
本)
、
祇
(
叢
編
甲
本)
[
八
裏]
①
中
聲
(
疏
證
本
ａ
ｂ
・
叢
編
本
甲
ａ
ｂ
乙)
＝
正
聲
(
底
本
・
靜
嘉
本
・
宛
本
・
范
本
・
守
本
・
粤
本
ａ
ｂ
・
楡
本
・
思
賢
本
・
呉
本
ａ
ｂ
・
國
本)
(
底
本
を
含
む
諸
本
｢
正
聲｣
に
作
る
も
、
今
疏
證
本
・
叢
編
本
に
從
い
改
め
る)
③
中
管
中
呂
變
徴
(
底
本
・
范
本
・
守
本
・
粤
本
ａ
ｂ
・
楡
本
・
思
賢
本
・
呉
本
ａ
ｂ
・
疏
證
本
ａ
ｂ
・
叢
編
本
甲
ａ
ｂ
乙
・
國
本)
＝
中
管
呂
變
徴
(
靜
嘉
本
・
宛
本)
⑤
穀
＝
谷
(
靜
嘉
本
・
宛
本)
⑥
洗
＝
法
(
呉
本)
⑨
仲
呂
商
＝
中
呂
商
(
叢
編
本
甲
ａ
ｂ)
⑩
仲
呂
角
＝
中
呂
角
(
叢
編
本
甲
ａ
ｂ)
[
九
裏]
⑦
陰
呂
＝
陸
呂
(
呉
本
ａ
ｂ)
[
十
表]
⑤
夷
則
閏
＝
則
則
閏
(
叢
編
本
甲
ａ
ｂ)
⑧
中
管
商
調
(
靜
嘉
本
・
宛
本
・
守
本
・
疏
證
本
ａ
ｂ
・
國
本)
＝
中
管
雙
調
(
底
本
・
范
本
・
粤
本
ａ
ｂ
・
楡
本
・
思
賢
本
・
呉
本
ａ
ｂ
・
叢
編
本
甲
ａ
ｂ
乙)
[
十
裏]
①
陰
呂
＝
除
呂
(
宛
本)
②
中
管
商
角
(
守
本
・
疏
證
本
ａ
ｂ
・
叢
編
本
乙
・
國
本)
＝
中
管
仙
角
(
底
本
・
靜
嘉
本
・
宛
本
・
范
本
・
粤
本
ａ
ｂ
・
楡
本
・
思
賢
本
・
呉
本
ａ
ｂ
・
叢
編
本
甲
ａ
ｂ)
(
底
本
を
含
む
諸
本
｢
仙
角｣
に
作
る
も
、
今
守
本
・
疏
證
本
・
叢
編
本
乙
に
從
い
改
め
る)
⑤
戌
之
氣
＝
戍
之
氣
(
靜
嘉
本
・
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二
[
七
表]
④
(
底
本
・
范
本
・
守
本
・
粤
本
ａ
ｂ
・
楡
本
・
思
賢
本
・
呉
本
ａ
ｂ
・
疏
證
本
ａ
ｂ
・
叢
編
本
甲
ａ
ｂ
乙
・
國
本)
＝
(
靜
嘉
本
・
宛
本)
○
正
黄
鍾
宮
變
徴
＝
正
黄
鍾
宮
轉
徴
(
范
本
・
范
本
・
粤
本
ａ
ｂ
・
楡
本
・
思
賢
本
・
呉
本
ａ
ｂ
・
疏
證
本
ａ
ｂ
・
叢
編
本
甲
ａ
ｂ
乙)
、
正
黄
鍾
轉
徴
(
靜
嘉
本
・
宛
本
・
守
本
・
國
本)
⑥
叢
編
乙
本
は
｢
宮｣
の
下
の
小
字
雙
行
注
を
｢
十
一
月
陽
律
冬
至
正
聲｣
と
一
行
に
右
寄
り
に
組
む
。
他
の
箇
所
は
｢
十
二
月
大
寒
陰
呂
正
聲｣
の
如
し
。
○
疏
證
本
ａ
ｂ
・
叢
編
甲
ａ
ｂ
乙
本
は
以
下
、
各
行
末
の
八
十
四
調
の
結
聲
字
譜
の
下
に
小
字
雙
行
で
律
呂
名
と
工
尺
を
の
注
を
插
入
す
る
。
な
お
、
各
行
末
の
八
十
四
調
の
結
聲
字
譜
に
つ
い
て
は
、
本
來
各
調
の
結
聲
が
決
ま
れ
ば
自
動
的
に
決
ま
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
異
同
は
基
本
的
に
各
本
の
字
體
、
書
寫
の
際
の
書
き
癖
等
に
關
わ
る
も
の
だ
と
見
な
せ
る
。
[
七
裏]
①
(
守
本
・
疏
證
本
ａ
ｂ
・
叢
編
本
甲
ａ
ｂ
乙
・
國
本)
＝
(
范
本
・
粤
本
ａ
ｂ
・
楡
本
・
思
賢
本
・
呉
本
ａ
ｂ)
、
(
靜
嘉
本
・
宛
本)
⑥
靜
嘉
本
は
行
頭
に
｢
太｣
の
一
字
を
置
く
。
⑨
(
疏
證
本
ａ
ｂ
・
叢
編
本
甲
ａ
ｂ
乙)
＝
(
底
本
・
范
本
・
守
本
・
粤
本
ａ
ｂ
・
楡
本
・
思
賢
本
・
呉
本
ａ
ｂ
・
國
本)
、
(
靜
嘉
本)
、
(
宛
本)
[
八
表]
④
驚
＝
京
(
靜
嘉
本
・
宛
本)
⑥
二
字
同
用
(
疏
證
本
ａ
ｂ
・
叢
編
本
甲
ａ
ｂ
乙)
＝
二
字
同
用
(
底
本
・
范
本
・
粤
本
ａ
ｂ
・
楡
本
・
思
賢
本
・
呉
本
ａ
ｂ)
、
(
靜
嘉
本
・
宛
本
・
守
本
・
國
本)
(
守
本
・
國
本
は
｢
此
下
疑
脱
夾
鍾
清
聲
字
竝
注｣
を
插
入
す
る
。)
⑪
中
管
中
呂
宮
(
底
本
・
范
本
・
守
本
・
粤
本
ａ
ｂ
・
楡
本
・
思
賢
本
・
呉
本
ａ
ｂ
・
疏
證
本
ａ
ｂ
・
叢
編
本
甲
ａ
ｂ
乙
・
國
本)
＝
中

中
呂
宮
(
靜
嘉
本
・
宛
本)
思
賢
本)
[
十
一
表]
②
亥
之
氣
＝
午
之
氣
(
靜
嘉
本
・
宛
本)
⑦
中
管
越
角
(
靜
嘉
本
・
宛
本
・
守
本
・
國
本)
＝
中
管
越
調
(
底
本
・
范
本
・
粤
本
ａ
ｂ
・
楡
本
・
思
賢
本
・
呉
本
ａ
ｂ
・
疏
證
本
ａ
ｂ
・
叢
編
本
甲
ａ
ｂ
乙)
(
底
本
を
含
む
諸
本
｢
越
調｣
に
作
る
も
、
今
靜
嘉
本
・
宛
本
・
守
本
・
國
本
に
從
い
改
め
る)
【
注
】
十
二
律
呂
各
有
〜
角
不
預
焉
○
律
呂
之
名
こ
こ
で
は
各
律
呂
の
均
に
屬
す
る
宮
調
の
名
を
指
す
。
十
二
の
律
呂
の
均
に
そ
れ
ぞ
れ
七
聲
を
主
音
と
す
る
調
式
が
成
立
す
る
の
で
、
十
二
の
七
倍
で
合
計
八
十
四
種
類
の
宮
調
と
な
る
。
○
月
律
十
二
律
呂
は
一
年
の
十
二
箇
月
や
十
二
支
に
配
當
さ
れ
る
。
詳
細
は
本
譯
注
稿
(
二)
第
二
條
｢
陽
律
陰
呂
合
聲
圖｣
を
參
照
。
十
二
律
呂
の
各
均
に
成
立
す
る
宮
調
も
そ
れ
に
從
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
月
に
屬
す
る
こ
と
と
な
る
。
○
七
宮
十
二
調
十
二
律
呂
そ
れ
ぞ
れ
に
七
聲
を
配
し
て
理
論
上
は
八
十
四
調
が
成
立
す
る
が
、
そ
の
全
て
が
實
際
に
用
い
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
隋
唐
以
來
の
燕
樂
で
は
二
十
八
調
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。『
詞
源』
で
は
第
十
一
條
｢
宮
調
應
指
譜｣
に
示
さ
れ
る
如
く
、
當
時
の
詞
樂
で
用
い
ら
れ
る
調
を
七
宮
十
二
調
、
計
十
九
調
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
○
角
不
予
焉
燕
樂
で
は
角
調
は
用
い
ら
れ
な
い
。
徴
調
も
同
樣
に
用
い
ら
れ
な
い
が
、
實
際
は
徴
調
は
新
音
階
(
下
徴
調)
の
宮
調
で
讀
み
替
え
ら
れ
る
。
こ
れ
と
同
樣
に
變
徴
調
は
新
音
階
の
角
調
で
讀
み
替
え
ら
れ
る
の
で
、
角
調
を
立
て
る
必
要
が
な
い
。
詳
細
は
第
十
三
條
｢
結
聲
正
訛｣
を
參
照
。
黄
鍾
宮
〜
應
鍾
宮(
一
覽
表)
○
大
雪
中
聲
・
冬
至
正
聲
〜
立
冬
中
聲
・
小
雪
正
聲
｢
大
雪
・
冬
至｣
｢
立
冬
・
小
雪｣
等
は
い
ず
れ
も
二
十
四
節
氣
の
名
。
一
年
を
黄
道
上
の
太
陽
の
位
置
に
よ
り
二
十
四
等
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
付
さ
れ
た
季
節
を
表
す
名
前
が
二
十
四
節
氣
。
原
則
と
し
て
各
月
に
は
節
(
節
氣)
と
中
(
中
氣)
が
含
ま
れ
、
本
條
で
は
十
二
律
呂
そ
れ
ぞ
れ
が
配
當
さ
れ
る
月
の
｢
節｣
を
｢
中
聲｣
、｢
中｣
を
｢
正
聲｣
と
し
て
、
各
律
呂
に
表
示
し
て
い
る
。
十
二
律
呂
と
一
年
の
月
と
の
對
應
に
つ
い
て
は
、
第
二
條
｢
陽
律
陰
呂
合
聲
圖｣
を
參
照
。
各
律
呂
の
二
十
四
節
氣
と
の
對
應
は
次
の
如
し
。
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一
三
律
呂
節
月
節
中
黄
鍾
十
一
月
大
雪
中
聲
冬
至
正
聲
大
呂
十
二
月
小
寒
中
聲
大
寒
正
聲
太
簇
一
月
立
春
中
聲
雨
水
正
聲
夾
鍾
二
月
驚
蟄
中
聲
春
分
正
聲
姑
洗
三
月
清
明
中
聲
穀
雨
正
聲
仲
呂
四
月
立
夏
中
聲
小
滿
正
聲

賓
五
月
芒
種
中
聲
夏
至
正
聲
林
鍾
六
月
小
暑
中
聲
大
暑
正
聲
夷
則
七
月
立
秋
中
聲
處
暑
正
聲
南
呂
八
月
白
露
中
聲
秋
分
正
聲
無
射
九
月
寒
露
中
聲
霜
降
正
聲
應
鍾
十
月
立
冬
中
聲
小
雪
正
聲
○
子
之
氣
〜
亥
之
氣
｢
子｣
〜
｢
亥｣
は
十
二
支
。
十
二
律
呂
そ
れ
ぞ
れ
に
配
當
さ
れ
る
十
二
支
の
氣
を
示
し
て
い
る
。
十
二
律
呂
と
十
二
支
と
の
對
應
に
つ
い
て
は
、
第
二
條
｢
陽
律
陰
呂
合
聲
圖｣
を
參
照
。
○
陽
律
・
陰
呂
十
二
律
呂
の
内
奇
數
番
目
が
陽
律
、
偶
數
番
目
が
陰
呂
。
第
二
條
｢
陽
律
陰
呂
合
聲
圖｣
を
參
照
。
○
二
字
同
用
管
色
字
譜
の
内
、
八
度
上
の
音
符
が
用
意
さ
れ
て
い
る
音
、
即
ち
黄
鍾
(
合
・
六)
、
大
呂
(
下
四
・
下
五)
、
太
簇
(
四
・
五)
、
夾
鍾
(
下
一
・
尖
五)
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
ち
ら
も
結
聲
と
し
て
使
用
で
き
る
こ
と
を
示
す
注
記
。
そ
の
他
の
字
譜
に
つ
い
て
は
八
度
上
の
音
符
は
用
意
さ
れ
て
い
な
い
の
で
こ
う
し
た
注
記
の
必
要
は
な
く
、
全
て
字
譜
が
一
つ
ず
つ
表
示
さ
れ
て
い
る
。
【
通
釋
】
本
條
の
價
値
は
や
は
り
、
理
論
上
成
立
す
る
十
二
均
・
七
調
式
合
計
八
十
四
に
渉
る
全
て
の
宮
調
に
對
し
て
そ
の
俗
名
が
記
さ
れ
て
い
る
點
で
あ
る
。
第
十
一
條
｢
宮
調
應
指
譜｣
に
あ
る
通
り
、
詞
樂
に
用
い
ら
れ
る
宮
調
は
七
宮
十
二
調
で
あ
る
と
、『
詞
源』
は
認
め
て
い
る
。
宮
調
の
律
呂
名
は
○
○
均
○
○
調
式
の
形
式
で
表
示
さ
れ
、
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一
四
そ
の
調
が
實
際
の
樂
曲
に
用
い
ら
れ
る
か
否
か
に
係
わ
ら
ず
、
理
論
上
成
立
す
る
全
て
の
宮
調
に
規
則
的
に
命
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
俗
名
の
命
名
規
則
は
律
呂
名
の
よ
う
に
整
然
と
は
し
て
い
な
い
。
ま
た
俗
名
と
い
う
性
質
上
、
實
際
の
樂
曲
に
用
い
ら
れ
な
い
調
に
は
調
名
を
付
け
な
い
、
と
い
う
考
え
方
も
可
能
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
本
條
の
よ
う
に
ま
ず
八
十
四
調
の
律
呂
名
を
全
て
竝
べ
た
場
合
、
俗
名
も
そ
れ
に
對
應
し
て
全
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
樂
曲
の
演
奏
と
い
う
實
際
上
の
意
味
よ
り
む
し
ろ
、
そ
こ
に
宮
調
俗
名
の
命
名
の
規
則
を
抽
出
で
き
る
と
い
う
樂
理
上
の
意
味
合
い
が
極
め
て
大
き
い
。
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
宮
調
俗
名
の
命
名
に
は
異
な
る
複
數
の
要
因
が
關
係
し
て
い
る
。
以
下
、
俗
名
の
命
名
の
要
因
を
整
理
す
る
。
宮
調
俗
名
を
通
覽
し
て
氣
づ
く
の
は
、
あ
る
調
の
名
前
に
對
し
て
｢
中
管
〜｣
や
｢
高
〜｣
の
接
頭
語
を
冠
し
た
調
名
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
假かり
に
、｢
中
管
〜｣
や
｢
高
〜｣
の
接
頭
語
を
付
け
る
元
と
な
る
基
準
の
調
を
｢
正
調
系｣
と
呼
び
、｢
中
管
〜｣
を
冠
し
た
も
の
を
｢
中
管
調
系｣
、｢
高
〜｣
を
冠
し
た
も
の
を
｢
高
調
系｣
、｢
中
管
〜｣
と
｢
高
〜｣
を
雙
方
と
も
冠
し
た
も
の
を
｢
中
管
＋
高
調
系｣
と
、
そ
れ
ぞ
れ
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
上
で
。
十
二
の
均
を
整
理
す
る
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
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一
五
正
調
中
管
調
系
高
調
系
中
管
＋
高
調
系
黄
鍾
均
大
呂
均
太
簇
夾
鍾
均
姑
洗
均
仲
呂
均

賓
均
林
鍾
均
夷
則
均
南
呂
均
無
射
均
應
鍾
均
例
え
ば
｢
夾
鍾
均｣
と
｢
姑
洗
均｣
と
の
關
係
を
見
る
に
、
中
呂
宮
↓
中
管
中
呂
宮
雙
角
↓
中
管
雙
角
の
如
く
、
夾
鍾
均
の
宮
調
名
に
単
純
に
接
頭
語
｢
中
管｣
を
冠
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
｢
黄
鍾
均｣
と
｢
大
呂
均｣
に
つ
い
て
は
、
大
石
調
↓
高
大
石
調
般
渉
調
↓
高
般
渉
調
大
石
角
↓
高
大
石
角
の
三
つ
は
接
頭
語
｢
高｣
を
冠
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
正
黄
鍾
宮
↓
高
宮
正
黄
鍾
宮
角
↓
高
宮
角
正
黄
鍾
宮
變
徴
↓
高
宮
變
徴
正
黄
鍾
宮
正
徴
↓
高
宮
正
徴
の
四
つ
は
嚴
密
に
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
が
｢
黄
鍾
宮｣
を
｢
宮｣
と
略
稱
し
た
も
の
だ
と
考
え
れ
ば
、
正
黄
鍾
宮
↓
高
黄
鍾
宮
正
黄
鍾
宮
角
↓
高
黄
鍾
宮
角
正
黄
鍾
宮
變
徴
↓
高
黄
鍾
宮
變
徴
正
黄
鍾
宮
正
徴
↓
高
黄
鍾
宮
正
徴
の
如
く
、
基
本
的
に
｢
正｣
↓｢
高｣
の
對
應
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
や
は
り
｢
黄
鍾
均｣
の
俗
名
に
對
し
て
接
頭
語
｢
高｣
を
冠
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
ま
た
こ
れ
ら
の
調
の
音
程
關
係
に
つ
い
て
は
、｢
中
管｣
は
そ
の
元
と
な
る
均
に
對
し
て
一
律
(
半
音)
高
い
均
の
調
、｢
高｣
も
そ
の
元
と
な
る
均
に
對
し
て
一
律
(
半
音)
高
い
均
の
調
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
｢
高｣
が
付
く
の
は
｢
大
呂
均｣
の
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
｢
中
管｣
と
｢
高｣
が
同
時
に
冠
せ
ら
れ
る
の
は
｢
太
簇
均｣
の
み
で
、
結
果
と
し
て
｢
中
管
＋
高｣
の
｢
太
簇
均｣
は
｢
黄
鍾
均｣
に
對
し
て
二
律
(
二
度)
高
く
な
っ
て
い
る
。
次
に
各
均
に
成
立
す
る
各
調
式
の
關
係
に
つ
い
て
。
こ
こ
に
も
あ
る
一
定
の
命
名
規
則
が
認
め
ら
れ
る
。
以
下
整
理
す
る
。
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一
六
１
、
宮
調
式
と
角
調
式
原
則
と
し
て
、
宮
調
式
の
名
稱
に
｢
角｣
を
付
し
た
も
の
、
も
し
く
は
宮
調
式
の
名
稱
の
｢
宮｣
を
｢
角｣
に
變
更
し
た
も
の
が
角
調
式
の
名
稱
に
な
っ
て
い
る
。
宮
調
式
角
調
式
黄
鍾
均
正
黄
鍾
宮
↓
正
黄
鍾
宮
角
大
呂
均
高
宮
↓
高
宮
角
太
簇
均
中
管
高
宮
↓
中
管
高
宮
角
夾
鍾
均
中
呂
宮
↓
中
呂
正
角
姑
洗
均
中
管
中
呂
宮
↓
中
管
中
呂
角
仲
呂
宮
道
宮
↓
道
宮
角

賓
宮
中
管
道
宮
↓
中
管
道
宮
角
林
鍾
均
南
呂
宮
↓
南
呂
角
夷
則
均
仙
呂
宮
↓
仙
呂
角
南
呂
均
中
管
仙
呂
宮
↓
中
管
仙
呂
角
無
射
均
黄
鍾
宮
↓
黄
鍾
角
應
鍾
均
中
管
黄
鍾
宮
↓
中
管
黄
鍾
角
こ
の
内
｢
姑
洗
均｣
に
つ
い
て
は
｢
中
呂
宮
角｣
や
｢
中
呂
角｣
で
は
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ
｢
中
呂
正
角｣
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
新
音
階
か
ら
讀
み
替
え
た
角
調
で
は
な
く
、
本
来
の
律
呂
調
の
角
調
だ
と
斷
っ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、｢
姑
洗
均｣
は
七
宮
十
二
調
に
は
含
ま
れ
ず
、
こ
の
均
に
屬
す
る
調
は
實
際
の
樂
曲
に
は
用
い
ら
れ
な
い
た
め
、
本
來
名
稱
は
用
意
さ
れ
て
お
ら
ず
、
後
付
け
で
付
け
ら
れ
た
名
稱
で
あ
る
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
次
に
述
べ
る
如
く
、
本
條
で
｢
〜
角｣
と
稱
す
る
宮
調
は
全
て
新
音
階
の
角
調
で
あ
り
、
そ
れ
が
基
本
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
本
來
の
律
呂
名
の
角
調
で
あ
る
こ
と
を
斷
る
必
要
が
生
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
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一
七
２
、
商
調
式
と
閏
調
式
原
則
と
し
て
、
商
調
式
の
名
稱
の
｢
調｣
を
｢
角｣
に
變
更
し
た
も
の
が
閏
調
式
の
名
稱
に
な
っ
て
い
る
。
商
調
式
閏
調
式
黄
鍾
均
大
石
調
↓
大
石
角
大
呂
均
高
大
石
調
↓
高
大
石
角
太
簇
均
中
管
高
大
石
調
↓
中
管
高
大
石
角
夾
鍾
均
雙
調
↓
雙
角
姑
洗
均
中
管
雙
調
↓
中
管
雙
角
仲
呂
宮
小
石
調
↓
小
石
角

賓
宮
中
管
小
石
調
↓
中
管
小
石
角
林
鍾
均
歇
指
調
↓
歇
指
角
夷
則
均
商
調
↓
商
角
南
呂
均
中
管
商
調
↓
中
管
商
角
無
射
均
越
調
↓
越
角
應
鍾
均
中
管
越
調
↓
中
管
越
角
こ
の
｢
角｣
は
新
音
階
の
角
調
で
、
律
呂
音
階
で
は
變
徴
調
式
で
あ
る
。
段
安
節
『
樂
府
雜
録』
の
｢
別
樂
識
五
音
輪
二
十
八
調
圖｣
に
言
う
｢
商
角
同
用｣
は
こ
れ
と
同
じ
事
を
述
べ
て
い
る
。
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一
八
３
、
外
來
語
の
漢
語
轉
寫
に
由
來
す
る
調
名
等
、
言
い
換
え
れ
ば
、
他
の
調
に
對
し
て
接
頭
語
・
接
尾
語
を
付
さ
れ
出
來
た
の
で
は
な
い
調
名
は
、
商
調
式
と
羽
調
式
に
現
れ
る
。
商
調
式
羽
調
式
黄
鍾
均
大
石
調
般
渉
調
夾
鍾
均
雙
調
中
呂
調
仲
呂
均
小
石
調
正
平
調
林
鍾
均
歇
指
調
高
平
調
夷
則
均
商
調
仙
呂
調
無
射
均
越
調
羽
調
４
、
見
か
け
上
は
律
呂
名
と
同
じ
形
式
を
備
え
る
調
名
、
即
ち
律
呂
調
に
も
同
じ
名
稱
が
存
在
す
る
俗
名
は
｢
中
呂
宮｣
｢
南
呂
宮｣
｢
黄
鍾
宮｣
の
三
つ
で
あ
る
。
見
か
け
上
あ
た
か
も
律
呂
調
で
あ
る
か
の
よ
う
な
名
稱
を
持
つ
調
は
以
下
の
三
つ
で
あ
る
。
夾
鍾
宮
＝
中
呂
宮
林
鍾
宮
＝
南
呂
宮
無
射
宮
＝
黄
鍾
宮
律
呂
名
に
も
｢
仲
(
中)
呂
宮｣
｢
南
呂
宮｣
｢
黄
鍾
宮｣
と
い
う
調
名
は
存
在
す
る
が
、
そ
の
音
高
は
俗
名
の
示
す
調
と
は
異
な
る
。
こ
の
名
稱
は
、
宋
代
の
燕
楽
の
律
が
唐
代
の
そ
れ
よ
り
も
二
律
(
二
度)
高
い
こ
と
と
に
由
來
す
る
。
沈
括
『
夢
溪
筆
談』
卷
六
｢
樂
律
上｣
一
一
四
條
(『
補
筆
談』
卷
一
｢
樂
律｣
五
三
二
條
も
同
じ)
に
、
今
之
燕
樂
止
有
十
五
聲
。
蓋
今
樂
高
於
古
樂
二
律
以
下
、
故
無
正
黄
鍾
聲
。(
今
の
燕
樂
止た
だ
十
五
聲
有
る
の
み
。
蓋
し
今
樂
古
樂
よ
り
高
き
こ
と
二
律
以
下
に
し
て
、
故
に
正
黄
鍾
の
聲
無
し)
。
と
あ
り
、
古
樂
(
唐
律)
よ
り
も
今
樂
(
宋
律)
は
｢
二
律
以
下｣
(
二
律
弱)
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
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一
九
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
俗
名
｢
仲
呂
宮｣
を
例
に
舉
げ
る
な
ら
ば
、
律
呂
名
｢
夾
鍾
宮｣
が
俗
名
｢
仲
呂
宮｣
と
呼
ば
れ
る
理
由
は
、
唐
以
降
用
い
て
き
た
｢
仲
呂
宮｣
と
い
う
本
來
の
宮
調
は
、
宋
の
律
に
照
ら
す
と
｢
夾
鍾
宮｣
に
當
た
る
。
故
に
、
宋
現
在
｢
夾
鍾
宮｣
と
呼
ぶ
べ
き
宮
調
は
、
從
來
か
ら
の
習
慣
に
從
っ
て
｢
仲
呂
宮｣
と
い
う
調
名
を
俗
名
と
し
て
用
い
る
。
と
説
明
で
き
る
。｢
林
鍾
宮｣
の
俗
名
｢
南
呂
宮｣
、｢
無
射
宮｣
の
俗
名
｢
黄
鍾
宮｣
に
つ
い
て
も
同
樣
で
あ
る
。
さ
て
右
で
見
た
よ
う
な
複
數
の
命
名
規
則
が
絡
ん
で
い
る
宮
調
の
俗
名
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
い
ず
れ
の
均
に
ど
の
よ
う
に
現
れ
る
か
を
整
理
す
る
に
、
や
は
り
七
宮
十
二
調
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
見
逃
せ
な
い
。
今
一
度
、｢
正
調
系｣
と
｢
中
管
調
系｣
｢
高
調
系｣
と
を
竝
置
し
、
そ
の
内
七
宮
十
二
調
の
含
ま
れ
る
均
に
○
印
を
付
し
て
み
る
な
ら
ば
、
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二
〇
唐
律
黄
大
太
夾
姑
仲

林
夷
南
無
應
宋
律
黄
大
太
夾
姑
仲

林
夷
南
無
應
正
調
中
管
調
系
高
調
系
中
管
＋
高
調
系
○
黄
鍾
均
○
大
呂
均
太
簇
○
夾
鍾
均
姑
洗
均
○
仲
呂
均

賓
均
○
林
鍾
均
○
夷
則
均
南
呂
均
○
無
射
均
應
鍾
均
と
な
る
。
七
宮
十
二
調
は
常
に
、
○
印
の
均
の
内
の
宮
調
・
商
調
・
羽
調
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
要
す
る
に
、
外
來
語
の
漢
語
轉
寫
に
由
來
す
る
特
徴
的
な
名
稱
や
唐
の
律
と
の
誤
差
を
踏
ま
え
た
讀
み
替
え
に
よ
る
名
稱
は
、
基
本
的
に
七
宮
十
二
調
に
現
れ
、
そ
の
他
の
宮
調
の
名
稱
は
原
則
と
し
て
そ
れ
に
對
す
る
接
頭
語
の
付
加
・
語
尾
の
變
更
な
ど
の
方
式
で
規
則
的
に
決
め
ら
れ
る
、
と
大
雜
把
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
張
炎
の
列
舉
す
る
八
十
四
調
は
必
ず
し
も
全
て
が
體
系
的
に
竝
行
し
て
命
名
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
多
用
さ
れ
る
調
の
調
名
が
先
に
あ
り
、
實
際
は
用
い
ら
れ
な
い
調
に
は
後
付
け
で
規
則
に
準
じ
て
名
前
が
付
け
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。｢
大
呂
均｣
は
｢
黄
鍾
均｣
に
對
し
て
｢
高
〜｣
の
接
頭
語
を
冠
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
い
な
が
ら
、｢
大
呂
宮｣
の
み
は
｢
高
黄
鍾
宮｣
や
｢
高
正
黄
鍾
宮｣
で
は
な
く
｢
高
宮｣
と
、
や
や
略
稱
し
て
熟こな
れ
た
名
稱
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
や
は
り
｢
高
宮｣
が
七
宮
の
一
つ
で
あ
り
、
實
際
に
多
用
さ
れ
た
調
だ
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
。
【
補
足
】
本
條
と
同
樣
、
理
論
上
成
立
す
る
十
二
均
・
七
調
式
合
計
八
十
四
を
列
擧
し
た
一
覽
表
と
し
て
は
、(
南
宋)
陳
元

撰
『
事
林
廣
記』
が
擧
げ
ら
れ
る
。
本
條
と
『
事
林
廣
記』
と
の
違
い
は
、
・
本
條
が
十
二
律
呂
の
各
均
毎
に
そ
の
均
の
七
聲
宮
調
を
展
開
し
て
い
る
、
つ
ま
り
同
一
均
に
屬
す
る
平
行
調
が
竝
記
さ
れ
て
い
る
の
に
對
し
、『
事
林
廣
記』
は
十
二
律
呂
毎
に
同
じ
律
呂
を
主
音
(
結
聲)
と
す
る
七
つ
の
宮
調
を
展
開
し
て
い
る
、
つ
ま
り
主
音
の
音
高
を
同
じ
く
す
る
同
主
調
を
竝
記
し
て
い
る
こ
と
。
・
本
條
が
八
十
四
調
の
全
て
に
俗
名
を
記
し
て
い
る
の
に
對
し
て
、『
事
林
廣
記』
は
十
二
律
呂
そ
れ
ぞ
れ
の
｢
宮
調｣
｢
商
調｣
｢
羽
調｣
｢
閏
(
變
徴)
調｣
の
四
調
(
計
四
十
八
調)
に
の
み
俗
名
を
記
し
て
い
る
こ
と
。
で
あ
る
。
日
本
の
樂
人
の
間
で
は
『
詞
源』
よ
り
む
し
ろ
『
事
林
廣
記』
の
方
が
廣
く
參
照
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
參
考
の
爲
に
、『
事
林
廣
記』
｢
律
生
八
十
四
調｣
の
全
宮
調
を
整
理
し
て
左
に
圖
示
す
る
。
元
至
順
刊
本
『
新
編
纂
圖
増
類
群
書
類
要
事
林
廣
記』
後
集
｢
音
譜
類
・
楽
星
図
譜
・
律
生
八
十
四
調｣
(
中
國
史
料
系
編
『
中
國
音
樂
史
料
四』
鼎
文
書
局
一
九
七
五)
及
び
元
禄
十
二
年
刊
本
『
新
編
群
書
類
要
事
林
広
記』
戊
集
巻
之
九
｢
楽
星
図
譜
・
律
生
八
十
四
調｣
(『
和
刻
本
類
書
集
成』
汲
古
書
院
一
九
七
六)
に
よ
り
文
字
を
校
勘
し
、
さ
ら
に
原
書
の
工
尺
字
譜
を
十
二
律
呂
に
置
き
換
え
、
對
應
す
る
七
聲
を
添
え
て
あ
る
。
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二
一
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二
二
宮
商
角
變
徴
羽
閏
黄
太
姑

林
南
應
律
名
黄
鍾
宮
俗
呼
正
宮
※
無
射
商
、
元
無
射
宮
に
作
る
黄
鍾
子
商
角
變
徴
羽
閏
宮
黄
太
姑
仲
林
南
無
律
名
無
射
商
俗
呼
越
調
角
變
徴
羽
閏
宮
商
黄
太
夾
仲
林
夷
無
律
名
夷
則
角
變
徴
羽
閏
宮
商
角
黄
大
夾
仲

夷
無
律
名

賓
變
徴
羽
閏
宮
商
角
變
黄
太
姑
仲
林
南
應
呂
名
仲
呂
徴
羽
閏
宮
商
角
變
徴
黄
太
夾
仲
林
南
無
呂
名
夾
鍾
羽
俗
呼
中
呂
調
閏
宮
商
角
變
徴
羽
黄
大
夾
仲
林
夷
無
呂
名
大
呂
閏
俗
呼
高
大
石
角
宮
商
角
變
徴
羽
閏
大
夾
仲
林
夷
無
黄
呂
名
大
呂
宮
俗
呼
正
高
宮
大
呂
丑
商
角
變
徴
羽
閏
宮
大
夾
仲

夷
無
應
呂
名
應
鍾
商
俗
呼
中
管
越
調
角
變
徴
羽
閏
宮
商
大
夾
姑

夷
南
應
呂
名
南
呂
角
變
徴
羽
閏
宮
商
角
大
太
姑

林
南
應
呂
名
林
鍾
變
徴
羽
閏
宮
商
角
變
大
夾
仲

夷
無
黄
律
名

賓
徴
羽
閏
宮
商
角
變
徴
大
夾
姑

夷
無
應
律
名
姑
洗
羽
俗
呼
中
管
中
呂
調
閏
宮
商
角
變
徴
羽
大
太
姑

夷
南
應
律
名
太
簇
閏
俗
呼
中
管
高
大
石
調
― 102 ―
二
三
宮
商
角
變
徴
羽
閏
太
姑

夷
南
應
大
律
名
太
簇
宮
俗
呼
中
管
高
宮
太
簇
寅
商
角
變
徴
羽
閏
宮
太
姑

林
南
應
黄
律
名
黄
鍾
商
俗
呼
大
石
調
角
變
徴
羽
閏
宮
商
太
姑
仲
林
南
無
黄
律
名
無
射
角
變
徴
羽
閏
宮
商
角
太
夾
仲
林
夷
無
黄
律
名
夷
則
變
徴
羽
閏
宮
商
角
變
太
姑

林
南
應
大
呂
名
林
鍾
徴
羽
閏
宮
商
角
變
徴
太
姑
仲
林
南
應
黄
呂
名
仲
呂
羽
俗
呼
正
平
調
閏
宮
商
角
變
徴
羽
太
夾
仲
林
南
無
黄
呂
名
夾
鍾
閏
俗
呼
双
角
宮
商
角
變
徴
羽
閏
夾
仲
林
南
無
黄
太
呂
名
夾
鍾
宮
俗
呼
中
呂
宮
夾
鍾
卯
商
角
變
徴
羽
閏
宮
夾
仲
林
夷
無
黄
大
呂
名
大
呂
商
俗
呼
高
大
石
角
變
徴
羽
閏
宮
商
夾
仲

夷
無
應
大
呂
名
應
鍾
商
變
徴
羽
閏
宮
商
角
夾
姑

夷
南
應
大
呂
名
南
呂
變
徴
羽
閏
宮
商
角
變
夾
仲
林
夷
無
黄
太
律
名
夷
則
徴
羽
閏
宮
商
角
變
徴
夾
仲

夷
無
黄
大
律
名

賓
羽
俗
呼
中
管
正
平
調
閏
宮
商
角
變
徴
羽
夾
姑

夷
無
應
大
律
名
姑
洗
閏
俗
呼
中
管
双
角
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二
四
宮
商
角
變
徴
羽
閏
姑

夷
無
應
大
夾
律
名
姑
洗
宮
俗
呼
中
管
中
呂
宮
姑
洗
辰
商
角
變
徴
羽
閏
宮
姑

夷
南
應
大
太
律
名
太
簇
商
俗
呼
中
管
高
大
石
角
變
徴
羽
閏
宮
商
姑

林
南
應
黄
太
律
名
黄
鍾
角
變
徴
羽
閏
宮
商
角
姑
仲
林
南
無
黄
太
律
名
無
射
變
徴
羽
閏
宮
商
角
變
姑

夷
南
應
大
夾
呂
名
南
呂
徴
羽
閏
宮
商
角
變
徴
姑

林
南
應
大
太
呂
名
林
鍾
羽
俗
呼
高
平
調
閏
宮
商
角
變
徴
羽
姑
仲
林
南
應
黄
太
呂
名
仲
呂
閏
俗
呼
小
石
角
宮
商
角
變
徴
羽
閏
仲
林
南
應
黄
太
姑
呂
名
仲
呂
宮
俗
呼
道
宮
仲
呂
巳
商
角
變
徴
羽
閏
宮
仲
林
南
無
黄
太
夾
呂
名
夾
鍾
商
俗
呼
双
調
角
變
徴
羽
閏
宮
商
仲
林
夷
無
黄
大
夾
呂
名
大
呂
角
變
徴
羽
閏
宮
商
角
仲

夷
無
應
大
夾
呂
名
應
鍾
變
徴
羽
閏
宮
商
角
變
仲
林
南
無
黄
太
姑
律
名
無
射
徴
羽
閏
宮
商
角
變
徴
仲
林
夷
無
黄
太
夾
律
名
夷
則
羽
俗
呼
仙
呂
調
閏
宮
商
角
變
徴
羽
仲

夷
無
黄
大
夾
律
名

賓
閏
俗
呼
中
管
小
石
角
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二
五
宮
商
角
變
徴
羽
閏

夷
無
黄
大
夾
仲
律
名

賓
宮
俗
呼
中
管
道
宮

賓
午
商
角
變
徴
羽
閏
宮

夷
無
應
大
夾
姑
律
名
姑
洗
商
俗
呼
中
管
双
調
角
變
徴
羽
閏
宮
商

夷
南
應
大
太
姑
律
名
太
簇
角
變
徴
羽
閏
宮
商
角

林
南
應
黄
太
姑
律
名
黄
鍾
變
徴
羽
閏
宮
商
角
變

夷
無
應
大
夾
仲
呂
名
應
鍾
徴
羽
閏
宮
商
角
變
徴

夷
南
應
大
夾
姑
呂
名
南
呂
羽
俗
呼
中
管
仙
呂
調
閏
宮
商
角
變
徴
羽
※
歇
指
角
、
元
歇
指
調
に
作
る

林
南
應
大
太
姑
呂
名
林
鍾
閏
俗
呼
歇
指
角
宮
商
角
變
徴
羽
閏
林
南
應
大
太
姑

呂
名
林
鍾
宮
俗
呼
南
呂
宮
林
鍾
未
商
角
變
徴
羽
閏
宮
林
南
應
黄
太
姑
仲
呂
名
仲
呂
商
俗
呼
小
石
調
角
變
徴
羽
閏
宮
商
林
南
無
黄
太
夾
仲
呂
名
夾
鍾
角
變
徴
羽
閏
宮
商
角
林
夷
無
黄
大
夾
仲
呂
名
大
呂
變
徴
羽
閏
宮
商
角
變
林
南
應
黄
太
姑

律
名
黄
鍾
徴
羽
閏
宮
商
角
變
徴
林
南
無
黄
太
姑
仲
律
名
無
射
羽
俗
呼
黄
鍾
羽
閏
宮
商
角
變
徴
羽
林
夷
無
黄
太
夾
仲
律
名
夷
則
閏
俗
呼
商
角
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二
六
宮
商
角
變
徴
羽
閏
夷
無
黄
太
夾
仲
林
律
名
夷
則
宮
俗
呼
仙
呂
宮
夷
則
申
商
角
變
徴
羽
閏
宮
夷
無
黄
大
夾
仲

律
名

賓
商
俗
呼
中
管
小
石
調
角
變
徴
羽
閏
宮
商
夷
無
應
大
夾
姑

律
名
姑
洗
角
變
徴
羽
閏
宮
商
角
夷
南
應
大
太
姑

律
名
太
簇
變
徴
羽
閏
宮
商
角
變
夷
無
黄
大
夾
仲
林
呂
名
大
呂
徴
羽
閏
宮
商
角
變
徴
夷
無
應
大
夾
仲

呂
名
應
鍾
羽
俗
呼
中
管
黄
鍾
羽
閏
宮
商
角
變
徴
羽
夷
南
應
大
夾
姑

呂
名
南
呂
閏
俗
呼
中
管
商
角
宮
商
角
變
徴
羽
閏
南
應
大
夾
姑

夷
呂
名
南
呂
宮
俗
呼
中
管
仙
呂
宮
南
呂
酉
商
角
變
徴
羽
閏
宮
南
應
大
太
姑

林
呂
名
林
鍾
商
俗
呼
歇
指
調
角
變
徴
羽
閏
宮
商
南
應
黄
太
姑
仲
林
呂
名
仲
呂
角
變
徴
羽
閏
宮
商
角
南
無
黄
太
夾
仲
林
呂
名
夾
鍾
變
徴
羽
閏
宮
商
角
變
南
應
大
太
姑

夷
律
名
太
簇
徴
羽
閏
宮
商
角
變
徴
南
應
黄
太
姑

林
律
名
黄
鍾
羽
俗
呼
盤
渉
調
閏
宮
商
角
變
徴
羽
南
無
黄
太
姑
仲
林
律
名
無
射
閏
俗
呼
越
角
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二
七
宮
商
角
變
徴
羽
閏
無
黄
太
姑
仲
林
南
律
名
無
射
宮
俗
呼
黄
鍾
宮
無
射
戌
商
角
變
徴
羽
閏
宮
無
黄
太
夾
仲
林
夷
律
名
夷
則
商
俗
呼
商
調
角
變
徴
羽
閏
宮
商
無
黄
大
夾
仲

夷
律
名

賓
角
變
徴
羽
閏
宮
商
角
無
應
大
夾
姑

夷
律
名
姑
洗
變
徴
羽
閏
宮
商
角
變
無
黄
太
夾
仲
林
南
呂
名
夾
鍾
徴
羽
閏
宮
商
角
變
徴
無
黄
大
夾
仲
林
夷
呂
名
大
呂
羽
俗
呼
高
般
渉
閏
宮
商
角
變
徴
羽
無
應
大
夾
仲

夷
呂
名
應
鍾
閏
俗
呼
中
管
越
角
宮
商
角
變
徴
羽
閏
應
大
夾
仲

夷
無
呂
名
應
鍾
宮
俗
呼
中
管
黄
鍾
宮
應
鍾
亥
商
角
變
徴
羽
閏
宮
應
大
夾
姑

夷
南
呂
名
南
呂
商
俗
呼
中
管
商
調
角
變
徴
羽
閏
宮
商
應
大
太
姑

林
南
呂
名
林
鍾
角
變
徴
羽
閏
宮
商
角
應
黄
太
姑
仲
林
南
呂
名
仲
呂
變
徴
羽
閏
宮
商
角
變
應
大
夾
姑

夷
無
律
名
姑
洗
徴
羽
閏
宮
商
角
變
徴
應
大
太
姑

夷
南
律
名
太
簇
羽
俗
呼
中
管
高
般
渉
閏
宮
商
角
變
徴
羽
應
黄
太
姑

林
南
律
名
黄
鍾
閏
俗
呼
大
石
角
【
諸
本
一
覽
】(
詳
し
く
は
詞
源
研
究
會
編
著
『
宋
代
の
詞
論
―
張
炎
｢
詞
源｣』
中
国
書
店
二
〇
〇
四
を
參
照)
底
本
清
秦
恩
復
輯
『
詞
學
叢
書』
(
清
刊
、
亨
帚
精
舎)
所
收
本
(
立
命
館
大
學
文
學
部
所
藏
、
鈴
木
虎
雄
舊
藏
本)
①
静
嘉
本
清
乾
隆
三
[
一
七
三
八]
年
朗
嘯
齋
影
元
鈔
本
(
静
嘉
堂
文
庫
所
藏
本
、
陸
心
源
十
萬
卷
樓
舊
藏
本)
②
宛
本
清
阮
元
輯
『
宛
委
別
藏』
(
民
國
七
〇
[
一
九
八
一]
年
、
台
灣
商
務
印
書
館
刊)
所
收
清
嘉
慶
間
阮
元
進
呈
影
鈔
元
鈔
本
(
立
命
館
大)
③
范
本
清
范

輯
『
范
白
舫
所
刊
書』
(
道
光
間
、
烏
程
范
氏
刊)
所
收
本
(
京
都
大)
④
守
本
清
錢
煕
祚
輯
『
守
山
閣
叢
書』
(
道
光
二
三
[
一
八
四
三]
年
序
刊)
所
收
本
(
立
命
館
大)
⑤
粤
本
清
伍
崇
曜
輯
『
粤
雅
堂
叢
書』
所
收
本
ａ
、
清
刊
本
(
立
命
館
大)
ｂ
、『
叢
書
集
成
新
編』
第
八
一
册
所
收
本
(
一
九
八
三
〜
八
四
年
、
新
文
豐
出
版
公
司
影
印
本)
⑥
楡
本
清
許
増
輯
『
楡
園
叢
刻』
所
收
本
(
嚴
一
萍
輯
『
百
部
叢
書
集
成』
所
收
本)
⑦
思
賢
本
『
思
賢
書
局
所
刻
詞
學
書』
(
光
緒
年
湖
南
思
賢
書
局
刊
本)
所
收
本
(
立
命
館
大)
⑧
呉
本
呉
梅
校
勘
『
詞
源』
二
卷
ａ
、
民
國
七
[
一
九
一
八]
年
再
版
、
國
立
北
京
大
學
出
版
部
刊
(
高
知
大
學
小
島
文
庫
藏
本)
ｂ
、
一
九
六
八
年
、
龍
門
書
店
用
北
京
大
學
一
九
一
八
年
再
刊
本
影
印
⑨
疏
證
本
蔡

疏
證
『
詞
源
疏
證』
二
卷
ａ
、
民
國
二
一
[
一
九
三
二]
年
、
金
陵
大
學
中
國
文
化
研
究
所
排
印
本
ｂ
、
一
九
八
五
年
、
北
京
市
中
國
書
店
用
金
陵
大
學
一
九
三
二
年
排
印
本
影
印
⑩
叢
編
本
(
甲)
唐
圭
璋
輯
『
詞
話
叢
編』
所
收
本
ａ
、
民
國
二
三
[
一
九
三
四]
年
序
刊
本
ｂ
、
民
國
五
九
[
一
九
七
〇]
年
、
廣
文
書
局
用
一
九
三
四
年
序
刊
本
影
印
⑪
叢
編
本
(
乙)
同
右
、
一
九
八
六
年
、
中
華
書
局
排
印
本
⑬
國
本
王
雲
五
輯
『
國
學
基
本
叢
書』
(
民
國
五
七
[
一
九
六
八]
年
、
台
灣
商
務
印
書
館
景
排
印)
所
收
本
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二
八
※
既
刊
の
譯
注
稿
に
つ
い
て
は
以
下
を
參
照
さ
れ
た
い
。
張
炎
『
詞
源』
卷
上
譯
注
稿
(
一)
｢
五
音
相
生｣
宋
詞
研
究
會
『
風
絮』
第
７
号
所
收
(
二
〇
一
一)
張
炎
『
詞
源』
卷
上
譯
注
稿
(
二)
｢
陽
律
陰
呂
合
聲
圖｣
中
京
大
學
文
化
科
學
研
究
所
『
文
化
科
學
研
究』
V
o
l.
22
所
收
(
二
〇
一
一)
張
炎
『
詞
源』
卷
上
譯
注
稿
(
三)
｢
律
呂
隔
八
相
生
圖｣
中
京
大
學
文
化
科
學
研
究
所
『
文
化
科
學
研
究』
V
o
l.
23
所
收
(
二
〇
一
二)
張
炎
『
詞
源』
卷
上
譯
注
稿
(
五)
｢
律
呂
四
犯｣
中
京
大
學
圖
書
館
『
中
京
大
學
圖
書
館
學
紀
要』
四
〇
號
所
收
(
二
〇
二
〇)
※
本
稿
は
平
成
三
十
年
度
科
學
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
(
Ｃ)
｢
南
宋
の
文
人
歌
曲
創
作
論
に
お
け
る
轉
調
理
論
の
研
究｣
(18K
00149)
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
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二
九
